
 発達障害者支援地域協議会 調査・骨格検討部会 第１回会議 資料（令和３年６月１０日） 

発達障害者支援地域協議会専門部会 調査・骨格検討部会 今後の進め方（案） 

 

・ 地域協議会「中間まとめ」をたたき台として、具体的な取組の検討を進める。特に「③ 特性

理解と支援への反映（特性を踏まえた支援方針の作成と「手立て」の実施）」を議論の土台とし

て集中議論。 

・ 発達障害のある人の日常生活を支える「基本の手立て」について重層的に整理、手立ての普及

策について検討。 

・ 「基本の手立て」の普及定着状況を把握するための「現状分析・実態調査」を企画実施。 

・ 第一部会（支援システム検討部会）、第二部会（強度行動障害支援検討部会）と緊密に連携。 

 

時期 内 容 

３年 ６月 第１回会議（基本の手立てについて ①）６月１０日（木） 

〔意見交換〕 

① 「中間まとめ」の振り返り（検討課題の共有）、議論の進め方について 

② 「基本の手立て」の定義について〔その１「手立て」をどう定義するか〕 

③ 現状分析・実態把握について  〔その１ 大まかな内容等〕 

７月 第２回会議（基本の手立てについて ②） 

〔意見交換〕① 「基本の手立て」の定義について〔その２ 「手立て」の定義〕 

      ② 現状分析・実態把握について  〔その２ 方法・内容等〕 

※ teamsチャット上で意見交換し、①、②とも内容まとめ（８月初旬まで） 

８～９月 ※ 現状分析・必要な調査等の実施 

第３回会議（実態把握・今後の方向） 

〔意見交換〕① 調査・分析結果について 

（→ データから改めて見えてきた現状・課題の整理） 

            ② 「基本の手立て」の普及策について 

（→ ①を踏まえた重点施策の方向、内容等） 

１０月 第４回会議（重点施策について １） 

〔意見交換〕重点施策について 

→ 「基本の手立て」の普及に係る重点施策の内容・手法等について意見交換 

１１月 第５回会議（重点施策について ２） 

※ １０月に引き続き意見交換  

１２月 第６回会議（議論のまとめ） 

〔意見交換〕議論のまとめ 

      → 地域協議会 全体会に報告する「まとめ」の作成 

        次年度からの取組内容について、専門部会の合意形成 

会議所要時間（８０分） 


